
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「（仮称）宇都宮市読書活動推進計画（第２次図書館機能・サービス向上計画，第３次子ども読書活動推進計画）」の骨子（案） 

  基本施策 

施策３ レファレンス・課題解決型サービスの強化 

  市民や地域の課題解決，学習活動を支援するため，図書館の資料の充実やレファ

レンスツールの発信，司書の能力向上等を図る。 

  ・データベースやパスファインダーの作成・提供 

  ・ビジネス支援・生活支援サービスの実施 

 

施策４ ＩＣＴの推進や電子情報の活用促進 

  市民がより早く適切な情報を入手するために，図書館におけるＩＣＴ環境の更な

る充実や，次期図書館情報システムの構築などにより，市民の電子情報の活用を支

援する。 

  ・図書館情報システムの更新 

施策２ 子どもの読書活動の推進(第３次子ども読書活動推進計画部分) 

  小中学生への読書支援を継続する一方，読書離れが続く高校生に対して読書推進

の充実を図るとともに，家読の促進，読み聞かせボランティア等の育成・充実を図

り，子どもの読書活動を推進する。 

  ・学校図書館支援の実施 

  ・おはなし会や宮っ子ふれあいブック等，読書のきっかけ作りの提供 

施策１ さまざまな市民の読書活動の推進 

  多様な市民ニーズに対応するため，図書館においては計画的な資料・情報の収集・

提供や幅広いＰＲに努めるとともに，関係機関等が連携し，市民の読書活動を支援

する。 

  ・市民ニーズに幅広く対応した図書館による資料・情報の提供 

  ・読書推進団体の取組のＰＲ 

基本施策１ 市民の読書活動の推進 

基本施策２ 適切な図書館運営や環境の整備 

 

施策５ 効果的・効率的な管理運営体制の充実 

  南図書館に一部導入した指定管理者制度の効果検証，他の図書館への導入検討な

ど，民間活力の更なる活用，他機関との連携など，効果的・効率的な管理運営を進

めていく。 

  ・管理運営体制の充実及び民間活力の導入の推進 

 

施策６ 施設の再整備の計画的な推進 

  市民が快適に読書活動を行えるよう，各図書館の現状を把握するとともに，今後

求められる機能や市民ニーズ等を踏まえ，老朽化した施設設備の計画的な更新整備，

施設の長寿命化など，施設の再整備を計画的に進めていく。 

  ・中長期的な施設設備の維持管理・整備方針の策定 

 
基本理念 

「市民や地域の課題解決支援やＩＣＴ

への対応など，読書環境の整備を図ると

ともに，子どもを含めた市民の読書活動

を推進します。」 

基本目標 

今後の読書活動推進に向けた課題 

資料３－別紙１ 

５ 図書館の適切な環境整備と運営により，

市民が快適に図書館を利用しています。 
基本指標７ 図書館の読書環境に関する利用者満足度 

         82.0%(H23) ⇒ 85%(H29) 

１ 多様な図書館サービスを利用するなど，

あらゆる市民が読書活動に親しんでいま

す。 
基本指標１ 図書館資料の貸出冊数 

         4,566,016点(H23)  ⇒ 5,000,000点(H29) 
  基本指標２ 図書館の登録率 
     33.1%(H23) ⇒ 34.6%(H29) 

２ 図書館，地域，学校の連携のもと，小中

高校生が読書活動や学習活動に励んでいま

す。 
基本指標３ 高校生の１か月の読書量 

    1.4冊(H23) ⇒  2冊(H29) 
基本指標４ 子どもの読書に関わるボランティアの活

動人数 
     1,236人(H24) ⇒ 1,600人(H29) 

３ 個人や団体，地域が図書館サービスを利

用し，それぞれの課題を解決しています。 
基本指標５ レファレンスサービスの使用度 

     68.7%(H23) ⇒ 71.0%(H29) 

４ 市民が高度情報化に対応した資料や設備

を利用し，ニーズに応じたデジタル情報を

活用しています。 
基本指標６ 図書館におけるデジタル情報及びデータ

ベースの利用件数 
         223件(H23) ⇒ 1,000件(H29) 

④図書館の環境整備と適切な図書館運営 
 市民ニーズを踏まえた適切なサービスを提供で
きるよう，読書環境の充実やバリアフリー化を進め
るとともに，図書館運営の充実が必要 
 ・幅広い年齢層の利用者のほか，障がい者や外国

人などを対象に実施しているさまざまな図書
館サービスの充実と，市民に広くＰＲすること
による，更なる利用の促進が必要 

 ・ユニバーサルデザインに配慮するなど，快適で
誰もが利用しやすい施設への再整備が必要 

 ・中央館機能の向上や指定管理者制度の運用な
ど，効果的・効率的な管理運営体制の充実が必
要 

③ＩＣＴの導入促進と電子情報サービスの

充実 
 普及が進んでいる電子図書の導入検討，高度化す
るＩＣＴへの対応など，市民ニーズに対応できる資
料や設備の充実が必要 
 ・データベース・インターネット情報提供の充実

が必要 
 ・デジタルアーカイブ（古文書など貴重本の保存

体制の整備）の推進が必要 
 ・電子図書等，新たな媒体の普及が必要 

②レファレンス・課題解決型サービスの更な

る強化 
 市民ニーズに対応するため，レファレンス・課題
解決型サービスの，これまで以上の強化が必要 
 ・レファレンスに的確に対応できる図書資料を始

めとするレファレンスツールの充実が必要 
 ・地域資料や地域の課題解決に役立つ情報を収集

提供し，人づくり・まちづくり活動を支援する
役割を担うことが必要 

 ・レファレンスに対応できる司書の能力向上が必
要 

①子どもを含む市民の読書活動の推進 
 ほぼ順調に推移する小中学生の読書活動の推進
を継続するとともに，高校生及び成人の読書活動の
推進が必要 
 ・小中学校への読書支援をこれまでどおり継続す

ることが必要 
 ・高校生及び成人への読書推進の充実を図ること

が必要 
 ・特別支援学校などと連携した子どもの読書活動

支援が必要 
 ・子ども読書活動に関わるボランティアの人材育

成が必要 



 

 
今後の読書推進に向けた課題 

 
市民の意識 

◆市民意識調査 

・図書館の利用目的 
「本を無料で利用するため」(56%)，「調べもののため」
(51%)の回答が多い。 
・図書館等を利用しない理由 
「必要がない」(43%)，「時間がない」(39%)の回答が多い。 
・図書館に望むこと 
「調べたいことがわかる本がある」(81%)，「読みたい本
が豊富にある」(80%)，「必要な本が探しやすい・すぐ手
に入る」(79%)の回答が多い。 

◆図書館利用者アンケート 

・図書館での充実の希望 
「本や雑誌，新聞の充実」(30%)，「ＣＤやＤＶＤなどの充実」(21%)，
「本を読みやすい机や椅子を用意する」(14%)などの希望が多い。 
・図書館が目指すべき方向性 
「趣味や仕事の参考になる本や情報を増やす」(20%)，「人気の本
を増やし，予約待ちを減らす」(19%)などの意見が多い。 
・インターネットの利用の有無 
「利用する」(71%)との回答だった。10 代から 50 代はいずれも 70%
以上の利用率であり，特に 20 代は 90%以上が利用している。 

◆一般読書アンケート 

・読書や調べものに必要な本の用意のしかた 
「図書館で借りる」(55.2%)，「購入する」(27.7%)の回答が多い。 

◆高校生読書アンケート 

・本を読まない理由（第２次調査時との比較） 
「読みたいが読めなかった」が増加。理由として「勉強・塾等で
時間がなかった」が顕著に増加している。 
・市の図書館に望むこと 
「学習設備（机や椅子）が整っている」ことが増加。 

 
「第２次子ども読書活動推進計画」の評価（指標の達成度による評価） 

(1)子どもの１か月の読書量 
小学生：20.1冊(H20) → 20 冊(H25) 現状 28.5冊(H23) 

 中学生：6.2冊(H20) →  9 冊(H25)  現状 8.4 冊(H23) 
 高校生：1.7冊(H20) →  3 冊(H25)  現状 1.4 冊(H23) 
・高校生については，計画策定時より読書量が減少してい
る。小中学生は，いずれも読書量は増加しており，中学
生は目標値には至らないものの，小学生は目標値を大き
く超えている。 

⇒ 概ね順調 

(2)読書に対して肯定的な考え方を持つ子どもの割合 
 小学生：80.0%(H20) → 85.0%(H25)  現状 86.5%(H23) 
 中学生：45.0%(H20) → 55.0%(H25)  現状 50.6%(H23) 
 高校生：53.6%(H20) → 65.0%(H25)  現状 54.1%(H23) 
・中学生・高校生については，若干ではあるが，計画策定 
時より読書について肯定的な考えを持つ子どもが増え 
た。小学生については，読書について楽しいと感じる子 
どもが目標値を超えて増加している。 

⇒ 概ね順調 

(3)市図書館と学校図書館の総
貸出数 

  5,035,901 冊(H20) → 
6,000,000冊(H25) 
 現状 6,522,092冊(H23) 

・市図書館，学校図書館のいず
れにおいても，貸出冊数は計
画策定時より増加している。 

⇒ 順調 

(4)子どもの読書にかかわるボラン
ティアの活動人数 

 1,642人(H20) → 1,800人(H25) 
現状 1,236 人(H24) 

・計画策定時と比較し，特に小中学
校における読み聞かせボランティ
アの人数が減っているため，全体
の実績が減少した。 

⇒ 順調ではない 

読書推進における現状と課題 

②レファレンス・課題解決型サービス

の更なる強化 
 市民ニーズに対応するため，レファレン
ス・課題解決型サービスの，これまで以上の
強化が必要 
 ・レファレンスに的確に対応できる図書資

料を始めとするレファレンスツールの充
実が必要 

 ・地域資料や地域の課題解決に役立つ情報
を収集提供し，人づくり・まちづくり活
動を支援する役割を担うことが必要 

 ・レファレンスに対応できる司書の能力向
上が必要 

①子どもを含む市民の読書活動の推 

進 
 ほぼ順調に推移する小中学生の読書活動の
推進を継続するとともに，高校生及び成人の
読書活動の推進を図る。 
 ・小中学校への読書支援をこれまでどおり

継続することが必要 
 ・高校生及び成人への読書推進の充実を図

ることが必要 
 ・子ども読書活動に関わるボランティアの

人材育成が必要 
 ・特別支援学校などと連携した子どもの読

書活動支援が必要 

③ＩＣＴの導入促進と電子情報サー

ビスの充実 
 普及が進んでいる電子図書の導入検討，高
度化するＩＣＴへの対応など，市民ニーズに
対応できる資料や設備の充実を図る。 
 ・データベース・インターネット情報提供

の充実が必要 
 ・デジタルアーカイブ（古文書など貴重本

の保存体制の整備）の推進が必要 
 ・電子図書等，新たな媒体の導入検討が必

要 

④図書館の環境整備と適切な図書館

運営 
 市民ニーズを踏まえた適切なサービスを提
供できるよう，読書環境の充実やバリアフリ
ー化を進めるとともに，よりよい図書館運営
体制の構築を図る。 
 ・障がい者や外国人，幅広い年齢層の利用

者を対象に実施しているさまざまな図書
館サービスを，市民に広くＰＲするまど，
更なる利用の促進が必要 

 ・ユニバーサルデザインに配慮するなど，
快適で誰もが利用しやすい施設への再整
備が必要 

 ・中央館機能の向上や指定管理者制度の運
用，他機関との連携など，効果的・効率
的な管理運営体制の充実が必要 

 
図書館を取り巻く状況 

◆社会情勢の変化 

１ 高度情報化社会の進展 
 ・インターネットや電子図書の普及等，多くの情報が氾濫し，その取捨選択が求められている。一方，

情報弱者と呼ばれる市民との格差はますます拡大している。 
２ 高齢社会の進行と市民ニーズの高度化・専門化 
 ・急速な高齢社会の進行や市民の価値観の多様化に伴い，その興味・意識も高度化・専門化が進んで

おり，施設設備においても図書館はさまざまな市民ニーズに対応していく必要がある。 
３ 読書量の低下 
 ・国民の読書量が低下している。 
 ・中学・高校と進むにつれ，塾や部活動などに忙しくなり，読書の時間を取りづらい状況にある。 

◎課 題 

１ 高度情報化への対応 
・市民が求める情報要求に対応していくこと

が必要 
 ・高度化するＩＣＴに対応するためには，施

設・設備の改修等が必要 
２ 高齢化や多様化する市民ニーズへの対応 
 ・多様化する市民ニーズに伴い，高度化・専

門化するレファレンスに対応できる司書
の育成，資料の充実等が必要 

 ・高齢社会の進行に伴い，施設のバリアフリ
ー化が必要 

 ・特別支援学校などに対する読書支援が必要 
３ 若年世代の読書活動の推進 
 ・若年世代を中心に，読書活動を推進してい

くことが必要 
４ 県立図書館等との連携 
 ・適切な市民サービスを提供するために，県

立図書館等との役割分担・連携強化を図っ
て行くことが必要 

５ 人づくりやまちづくり支援への対応 
 ・個人への課題解決支援だけでなく，地域の

課題を解決するための人づくりやまちづ
くり活動への支援が必要 

◆「（仮称）第２次地域教育推進計画」 

○概要 「みや図書館サービスプラン」の上位計画として，今年度，策定作業を進めている計画 
○今後の地域教育推進の課題 
① 学びによる人間力の向上：地域住民が人間力を高めるための学習環境を整える必要がある。 

 ② 地域を支える人材の育成：まちづくりの主体となる人材等の育成を進める必要がある。 
 ③ 地域を構成する各主体の支援，連携強化：家庭，学校，地域団体，企業など地域を構成する各主

体の教育活動や学びに対する支援等を図る必要がある。 
 ④ 地域における学習成果の活用の促進：地域における学習成果の活用を促進する必要がある。 

◆国や県の動向 

○「図書館法」の改正（平成 20 年 6月） 
 ・収集すべき資料に『電磁的記録（ＣＤ・ＤＶＤ，データベース等）』を追加 
○「栃木県立図書館あり方検討委員会報告書」（平成 24年 1月） 
 ・県立図書館と市立図書館の役割分担について等 

 
本市図書館の現状 

○５館体制で，１７のサービス
ポイント 

○貸出数（4,566,016 冊），利用
者数（892,889 人），蔵書数
（1,648,510 点），いずれも中
核市トップクラス（数値は平
成 23 年度のもの） 

○特色あるサービスの展開 

 ・中央図書館：地域資料・行
政支援・障が
い者 

 ・東図書館：科学技術情報，
ビジネス情報 

 ・南図書館：子ども，学校支
援，子育て・家
庭教育支援 

○施設の老朽化 

 ・中央図書館：築後 31年 
 ・東図書館：築後 20年 
 ・上河内図書館：築後 20 年 
 ・河内図書館：築後 26年 
○南図書館への指定管理者制度
の導入（平成 23年度） 

 
施策１：図書館図書室間のネットワ
ークや関連機関との連携体制の整備 
指標 予約数  
234,647件(H18) →  
281,576件(H24) 

 現状 538,758 件(H23) 
ＨＰアクセス件数 
251,909件(H18) → 
302,291件(H24) 
現状 571,797件(H23) 

⇒ 順調 

「みや図書館サービスプラン」の評価 

 施策２：小中学校図書館との
連携体制強化と学校や教職員
への支援 
指標 学校希望図書貸出冊数 
2,604 冊(H18) → 
3,125 冊(H24) 

  現状 23,090冊(H23) 
学校希望図書利用学校数 
46.2%(H18) → 100%(H24) 
現状 92.5%(H23) 

⇒ 概ね順調 

施策３：ＩＣＴを導入し
た高度な情報提供の推進 
指標 インターネット閲
覧可能パソコン台数 
中央 3 台，東 4 台，上
河内・河内各 1 台(H18) 
→  
中央・東各 10台，上河
内 2台，河内 4 台(H24) 

 現状 南 10台導入(H23) 

⇒ 順調ではない 

施策４：レファレンスと課題
解決型サービスの充実 
指標 レファレンスに対する
利用者満足度 
42.6%(H18) → 52.6%(H24) 

 現状 52.6%(H23) 
 パスファインダーの作成件
数  

 5件(H18) → 30 件(H24) 
現状 19件(H23) 

⇒ 概ね順調 

施策５：さまざまな利用者に対応
したサービスの充実 
指標 中・高校生の年間貸出人数 
30,140 人 (H18)→ 33,277 人

(H24) 
 現状 31,101人(H23) 
 総登録者数 
 166,165 人(H18) → 
182,892人(H24) 
現状 169,379人(H23) 

⇒ 順調ではない 

施策６：市民ニーズ
に応じた効果的・効
率的な管理運営 
指標 館内の読書
環境に関する利用
者満足度 
66.1%(H18) → 
80%以上(H24) 
現状 82.0%(H23) 

 
⇒ 順調 

④さまざまな利用者に対応したサー

ビスの充実 
 すべての市民が，それぞれのニーズに応じ
て，適切な図書館サービスを平等に受けるこ
とができる。 

資料３－別紙２ 
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平成２４年度 第１回「（仮称）第２次宇都宮市図書館機能・サービス向上計画」 

に係る意見交換会の結果について 

   

１ 開催日時 平成２４年１１月１４日（水） １５：０５～１７：００ 

 

２ 開催場所 宇都宮市立中央図書館集会室（３階） 

 

３ 出席者  （仮称）第２次宇都宮市図書館機能・サービス向上計画」 

に係る参考人  １０名 

 

４ 内容 

 本市図書館サービスの現状と課題及び「（仮称）第２次宇都宮市図書館機能・サービス向

上計画」の骨子（案）についての意見聴取 

 

【主な意見】 

（１） 読書活動の推進について 

・ 空教室やオリオン通りなど人が集まるところに，利用者へのサービスポイントを

増やしていってはどうか。サービス拠点のネットワーク作りが大切である。 

・ 県と市が連携して本を有効活用してはどうか。 

（２） 子どもの読書活動の推進について 

・ ボランティア確保のための参考意見として，清原南小では読み聞かせボランティ

アは地域協議会の中の教育支援部会に所属し年２回の研修会の実施や学校図書館司

書との連携により確保できている。 

（３） レファレンス・課題解決型サービスの強化について 

・ 図書館の業務の中でレファレンスが大切である。漠然とした質問・要求に応える

には力量がいる。利用者との言葉のやりとりの研修は重要である。 

・ 高齢化社会となり，行政が行う分野以外の地域で担う部分が増えてきているので，

地域の活性化に役立つ図書館にしてほしい。 

・ いろいろな情報を市役所，センターは持っている。それらとネットワークを結び

レファレンスに役立ててはどうか。 

・ 司書はサービスを展開するのに重要であるが，年齢の偏りが気になる。将来に向

けて人材確保が必要である。 

・ 図書館は人が集まる情報発信の場。役所で作ったものを図書館に置けば情報源と

して有効に活用でき活性化につながる。 

・ 図書館に地域活動推進コーナーを設けてほしい。 

・ 「（仮称）第２次宇都宮市図書館機能・サービス向上計画」骨子（案）の基本施策

資料３－参考資料 
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「施策３ レファレンス・課題解決型サービスの強化」に「まちづくり・人づくり

の支援」の項目をいれてほしい。 

（４） 効果的・効率的な管理運営体制の充実について 

・ 指定管理者は意識を高くもって仕事をしてほしい。 

・ 南図書館以外の図書館への導入は慎重に願いたい。 

・ レファレンスは，司書の知識や経験が重要。指定管理者は３．４年で入れ替わる

ので慎重に考えたほうがよい。 

（５） 施設の再整備の計画的な推進について 

・ 中央図書館は建築後３１年も経つのであれば建て替えしていただきたい。 

 



H24.1.8現在

男 女 男 女 男 女

一条 護国会館 中央 1 1 0 1
地域交流事業の進行

１

地域交流事業の進行
１

お礼のことば１
6
懇談(クラスごとの記念写真撮影)，恩師からのお祝いのことば，恩師へ花束贈呈，新成人代表から地域の
方々（来賓も含む）へお礼のことば

陽北 ホテル東日本宇都宮 中央 1 1 1 1
地域交流事業の進行

１
お礼のことば１

地域交流事業の進行
１

7
懇談(クラスごとの記念写真撮影)，恩師からのお祝いのことば，恩師へ花束贈呈，新成人代表から地域の
方々へお礼のことば

旭 護国会館 中央 0 2 1 0
お礼のことば１
閉会のことば１

地域交流事業の進行
2

7
懇談(クラスごとの記念写真撮影)，恩師からのお祝いのことば・サイコロで出た内容の思い出話，恩師へ
花束贈呈，新成人代表から地域の方々（来賓も含む）へお礼のことば

陽南 宇都宮グランドホテル 南 1 1 1 1
受付及び開会のことば

１
受付及び閉会のことば

１
6
陽南中生徒による吹奏楽の演奏，懇談，思い出のスライド上映，恩師からのメッセージ，地域クイズ，新成
人代表お礼の言葉，集合写真

陽西 アピア 西 2 2 1 1 受付2 受付2 10
地域で活躍する合唱とよさこいサークルによる，新成人へのメッセージを盛り込んだステージ
恩師を囲んでの懇談会，懇談会の際に各テーブルや全体のスナップ写真撮影，恩師への花束贈呈

星が丘 アピア 北 1 1 1 1 受付１ 接待１ 6 新成人感謝のことば，恩師への花束贈呈，記念写真撮影

陽東 宇都宮東武ホテルグランデ 東 1 1 1 1
受付3

（案内1，封筒記載１）
受付2

（案内1，封筒記載１）
9
恩師からの祝辞，懇談，抽選会，恩師への花束贈呈，スライドショー，スナップ写真コーナーの提供，そ
の他（協賛者への礼状送付）

泉が丘 宇都宮東武ホテルグランデ 東 1 1 1 1
受付２

（案内1，封筒記載１）
受付１

（封筒記載１）
7
恩師からの祝辞，懇談，記念写真，スライドショー，恩師への花束贈呈，スナップ写真コーナーの提供，
その他（協賛者への礼状送付）

宮の原 アピア 西 1 1 1 1 受付1 受付1 6
地域で活躍する和太鼓とよさこいサークルによる，新成人へのメッセージを盛り込んだステージ
恩師を囲んでの懇談会，クラス単位の集合写真及び懇談会のスナップ写真撮影，恩師への花束贈呈

清原 ホテルニューイタヤ 清原 1 1 1 1
懇談会司会1
地域交流2
受付3

懇談会司会１
地域交流２
受付3

16
記念写真，恩師からのメッセージ，農産物（イチゴ）をとおして地域を知ろう，中学時代の写真をDVDにし
て上映

横川 宇都宮ポートホテル 横川 1 1 1 1
開式のことば１

地域交流事業司会１
閉会あいさつ１

閉式のことば１
地域交流事業司会２

10
恩師からのお祝いの言葉，記念撮影，恩師への花束贈呈，地域への感謝や新成人としての抱負などの
コメントを書いたカードを模造紙大に作成したアルバムへ貼り付け，モニュメントを作成する

瑞穂野 ヴィラ・デ・マリアージュ
宇都宮 瑞穂野 1 1 0 1
地域交流事業司会１
地域交流事業進行１

地域交流事業司会１
地域交流事業進行１

7
クラス別の記念写真，恩師からのメッセージ，
「20歳へのメッセージ」（小6のリーダー講習会の時に書いたメッセージ）配布，発表，抽選会

豊郷 ホテル東日本宇都宮 豊郷 0 2 1 1
乾杯の発声１
感謝の言葉１

6 恩師の言葉，花束贈呈，クラス別記念写真，寄せ書き

国本 ホテル東日本宇都宮 国本 1 1 1 1 懇談会１ 懇談会２ 7 厚紙に想いの一文字を書く，恩師からのお祝いの言葉，記念撮影

城山 コンセーレ 城山 2 1 1 1 受付3 受付2 10
写真撮影，恩師からのメッセージ，恩師へ花束贈呈，将来の自分について（メッセージカードに記入），校
歌斉唱

晃陽 大晃大飯店 篠井富屋 1 1 1 1
懇談会２
乾杯１

懇談会２ 9 恩師からのお祝いの言葉，記念写真撮影，当時のＤＶＤ上映，懇談，抽選会

姿川 コンセーレ 姿川 2 2 1 0 5
恩師からのメッセージ，懇談，お世話になった両親・家族等へ感謝の気持ちをハガキに書き郵送する，地
域の特産を生かしたバラを配布，クラスごとに記念撮影をする

雀宮 ホテルニューイタヤ 雀宮 0 2 1 1 開会・閉会のことば1 5
地域の人への感謝のメッセージ，記念写真撮影，恩師への花束贈呈，恩師からのメッセージ，抽選会，
当時のDVDの上映，切花（デンファレ）配布（両親等へ感謝のメッセｰｼﾞを添えて持ち帰る）

鬼怒 宇都宮ポートホテル 平石 1 1 1 1
受付１
乾杯１

受付1
来賓2
乾杯1

10
各クラスごとに集合写真を撮り鬼怒川中学校成人式のホームページに載せる，
鬼怒中学校クイズ，中学三年生の時の合唱コンクールのDVDを上映する

宝木 アピア 北 0 3 0 2 5
恩師からのメッセージを印刷したものを全員に配る，日光出身のアーティストのライブ，恩師からのお祝い
の言葉，記念写真撮影

若松原 宇都宮グランドホテル 南 1 1 1 1
受付及び開会のことば

１
受付及び閉会のことば

１
6
懇談，思い出のスライド上映，新成人の誓いコンテスト，地域クイズ，恩師(全員）からのメッセージ，新成
人代表お礼の言葉，地域交流事業中に恩師を囲みテーブルごとのクラス写真・スナップ写真の撮影

上河内 ホテル東日本宇都宮 上河内 1 0 1 1
受付3

感謝のことば5

懇談会司会１
受付４

感謝のことば6
22

式典終了後来賓在席中に新成人感謝のことばを行う，恩師（全員から一言）お祝いのことば，恩師による
乾杯の発声，恩師への花束贈呈，記念撮影，
センターロビーほかに感謝のことば色紙を一定期間掲示する

古里 宇都宮東武ホテルグランデ 河内 1 1 1 1 地域交流事業司会1 地域交流事業司会1 6
記念写真撮影，懇談，恩師からのメッセージ，恩師への花束贈呈，立志式作文配布，中学校時代のＤＶ
Ｄ上映

田原 二荒山会館 河内 0 1 1 1
受付3

地域交流事業司会1
受付5

地域交流事業司会1
13 記念写真撮影，懇談，恩師からのメッセージ，恩師への花束贈呈，立志式作文配布

河内 二荒山会館 河内 0 1 1 1
地域交流事業司会2
お礼の言葉1

受付4 10
記念写真撮影，懇談，恩師からのメッセージ，恩師への花束贈呈，立志式作文配布，新成人から地域の
方々へのお礼の言葉

22 31 22 24 211 ←兼務を含む

司会進行 誓いの言葉 その他
計 主な地域交流事業内容等

合　　計

平成２４年宇都宮市成人式　新成人の参加状況・地域交流事業内容等調べ

校　区 成人式会場 担当


